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議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、

「
議
会
だ
よ
り
」を
評
価
し
て
頂
き
ま
す
。

長和町議会では、町民の皆様と議会とを結ぶ重要なツールである「議
会だより」をより一層充実させ、町政及び議会のようすを町民の皆様に
知っていただくため「議会だよりモニター制度」を導入することとし、議
会だより第６０号において議会だよりモニターを募集しました。

１３名の方にご応募頂き、２月１日（月）議場に於いて、委嘱式と第１
回「議会だよりモニター会議」を開催しました。１１月３０日までの約１年
間の任期で、第６１号から第６４号までの議会だよりを評価して頂きます。

第１回は、第６１号を読んで評価して頂いたアンケートから、【議会だ
よりモニターの視点】として、様々なご意見を抜粋して掲載します。

● 

簡
単
な
囲
み
で
、
写
真
撮
影
者
の
氏
名
、
情
景

　

説
明
な
ど
を
設
け
た
ら
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
。

● 

地
域
の
祭
や
イ
ベ
ン
ト
は
広
報
と
重
複
す
る
。

　

テ
ー
マ
を
決
め
て
の
写
真
を
希
望
す
る
。

● 

時
節
を
捉
え
た
綺
麗
な
写
真
で
良
い
。

〈表紙〉

〈提案理由〉〈委員会審査〉

ー
22
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。ー

〈審議結果〉
● 

字
が
細
か
い
の
で
、
読
む
の
に
勇
気
が
い
る
若

　

い
人
た
ち
が
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
。

● 

タ
イ
ト
ル
の
み
で
内
容
が
理
解
で
き
な
い
。

● 

賛
否
結
果
と
議
案
の
関
連
が
飲
み
込
め
な
い
。

● 

反
対
の
理
由
を
簡
潔
に
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

● 

小
さ
い
文
字
で
文
章
が
長
い
。
大
き
い
字
で
要

　

点
の
み
の
方
が
良
い
。
全
部
読
む
人
は
少
な
い
。

● 

文
章
が
長
い
の
で
、
子
育
て
世
代
は
読
む
時
間

　

が
無
い
か
も
。
内
容
に
も
見
出
し
を
。

● 

良
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

● 

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
一
読
し
て
、
多
少
理
解

　

で
き
た
。

● 
議
員
が
並
ん
で
い
る
写
真
は
必
要
な
い
。

● 

問
答
だ
け
で
全
体
の
内
容
が
不
明
。

● 

見
や
す
い
よ
う
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
は
。
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長
和
町
商
工
会
か
ら
の

申
し
入
れ
を
受
け
、
令
和

２
年
12
月
23
日（
水
）午
後

４
時
か
ら
、
長
和
町
商
工

会
館
会
議
室
に
お
い
て
開

催
。
商
工
会
よ
り
、
羽
田

商
工
会
長
、
中
原
・
齋
藤

副
会
長
、
渡
辺
局
長
、
岡

嶋
支
援
員
、
赤
尾
相
談
員

が
、
議
会
か
ら
は
議
会
議

員
８
名
と
中
原
議
会
事
務

局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
冒
頭
、
羽
田
商
工

会
長
よ
り
「
商
工
会
は
地

域
事
業
者
の
永
続
的
な
発

展
の
た
め
に
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

商
工
会
事
務
局
よ
り
、

商
工
会
の
概
要
、
町
内
の

景
気
動
向
と
国
の
支
援
事

業
の
取
り
組
み
、
コ
ロ
ナ

対
策
事
業
へ
の
対
応
、
町

　

マ
ル
メ
ロ
の
駅
な
が
と

に
あ
る
大
型
農
畜
産
物
直

売
所
「
マ
ル
シ
ェ
黒
耀
」

を
運
営
す
る
㈱
マ
ル
メ
ロ

エ
イ
ト
と
の
懇
談
会
を
、

令
和
３
年
１
月
29
日（
金
）

に
長
和
町
役
場
議
場
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

㈱
マ
ル
メ
ロ
エ
イ
ト
よ

り
、
竹
内
社
長
、
中
原
専

務
、
保
田
支
配
人
他
、
議

会
か
ら
は
議
員
９
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

議
会
よ
り
、
議
会
の
現

状
と
課
題
、
議
会
基
本
条

例
、
議
会
改
革
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
し
、
㈱

マ
ル
メ
ロ
エ
イ
ト
か
ら
は

マ
ル
シ
ェ
黒
耀
の
現
状
に

つ
い
て
、
議
会
に
対
す
る

要
望
等
の
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

議
会　

来
店
客
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

へ
の
陳
情
内
容
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
議
会
か
ら

は
、
議
会
の
体
制
及
び
議

会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

議
会　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

業
種
ご
と
の
景
気
動
向
は

ど
う
か
。

商
工
会　

観
光
宿
泊
業
及

び
飲
食
小
売
業
が
非
常
に

厳
し
い
。
製
造
業
も
影
響

を
受
け
て
い
る
。
土
木
関

係
は
台
風
災
害
の
復
旧
の

た
め
好
調
だ
が
、
建
築
業

は
そ
う
で
も
な
い
。

議
会　

景
気
の
悪
化
に
よ

る
休
業
や
雇
用
止
め
は
な

い
か
。

商
工
会　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
直
接
の
休
業
、
廃
業
は

な
い
。
エ
コ
ー
バ
レ
ー
ス

キ
ー
場
休
止
の
影
響
に
よ

る
ペ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
影
響

は
大
き
い
。　
　
（
抜
粋
）

は
ど
う
か
。

㈱
マ
ル
メ
ロ　

店
舗
に
意

見
箱
を
設
置
し
、
支
配
人

が
お
客
様
の
声
を
き
い
て

い
る
。
長
和
町
の
顔
と
し

て
高
い
目
標
を
持
っ
て
営

業
し
て
い
る
。

議
会　

ネ
ッ
ト
で
マ
ル
シ 

ェ
黒
耀
の
口
コ
ミ
を
見
る

と
対
応
が
良
い
と
載
っ
て

い
る
が
。

㈱
マ
ル
メ
ロ　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
も
７
０
０
人

を
超
え
順
調
。
別
荘
客
に

注
目
し
て
い
る
。
ク
レ
ー

ム
対
応
は
即
対
応
と
い
う

方
針
で
や
っ
て
い
る
。

議
会　

指
定
管
理
料
が
無

く
て
経
営
が
成
り
立
つ
売

上
は
ど
の
く
ら
い
か
。

㈱
マ
ル
メ
ロ　

年
間
５
億 

８
千
万
円
売
れ
れ
ば
毎
年

10
％
の
利
益
を
出
す
こ
と

が
で
き
運
営
が
成
り
立
っ

て
い
く
。　
　
　
（
抜
粋
）

長和町商工会と
議会の懇談会を
開催しました。

㈱マルメロエイト
と議会の懇談会
を開催しました。

長
和
町
議
会
で
は
、
令
和
元
年
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
う
け
、
議
会
に
お
い
て
予
定
し
て
い
た
「
町
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
」
の
開
催
を
見
送
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
町
政
に
生
か
す
た
め
、
町
内
の
現
状
視
察
と
議
会
及
び
議
員
の
資
質
向
上
を
目
的
に
、
町
内
の
各
種
団
体
と

の
懇
談
会
を
感
染
症
対
策
を
実
施
し
少
人
数
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

森田議長、羽田商工会長、事務局

　森田議長、竹内社長
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き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
首
都

圏
等
に
発
出
さ
れ
た
緊
急
事

態
宣
言
や
県
内
の
警
戒
レ
ベ

ル
強
化
な
ど
に
よ
り
、宿
泊
・

観
光
業
と
そ
の
関
係
事
業
者

を
始
め
様
々
な
業
種
へ
大
き

な
影
響
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
影
響
は
、
町
振
興
公

社
の
経
営
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
て
お
り
、
ス
キ
ー
場
と

振
興
公
社
の
両
あ
り
方
検
討

委
員
会
に
お
い
て
し
っ
か
り

と
現
状
の
分
析
や
把
握
を
行

い
検
証
す
る
と
共
に
、
健
全

で
安
定
的
に
運
営
・
経
営
が

で
き
る
よ
う
、
見
直
す
べ
き

は
見
直
し
を
図
り
つ
つ
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

経
済
回
復
の
カ
ギ
は
新
型

　

こ
の
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
３
波

と
言
わ
れ
る
感
染
拡
大
と
な 

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
町
内

で
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
５

名
の
方
の
感
染
確
認
が
あ
り

ま
し
た
が
、
順
調
に
回
復
さ

れ
、
町
内
で
の
感
染
拡
大
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
は
地
元
経
済
に
も
大

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進

行
次
第
と
考
え
ま
す
。
医
療

従
事
者
へ
の
接
種
は
始
ま
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
示
さ

れ
て
き
た
政
府
の
「
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
で
は
不
明
な
点
が

多
く
、
県
や
当
町
で
も
具
体

的
な
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
先
週
、
国
か

ら
新
た
に
今
後
の
行
程
が
示

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
町
と
し

ま
し
て
も
細
か
な
日
程
等
の

調
整
を
進
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
対
応
を
含

め
、
国
の
第
３
次
補
正
に
対

応
す
る
当
町
の
補
正
予
算
は

今
議
会
最
終
日
に
提
案
す
る

予
定
で
す
。

　

日
本
経
済
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

る
経
済
へ
の
影
響
が
甚
大
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
、
正
に
国
難

と
も
言
う
べ
き
局
面
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
状
況

下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
が

『N
agaw

a N
ext Vision 4

』

に
掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
進

め
、
か
つ
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
し
た
長
和
町
の
発
展
に

繋
が
る
よ
う
、
支
出
を
抑
え

つ
つ
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結

す
る
事
業
に
工
夫
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
予
算
編
成

と
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
４
号
令
和
３
年
度

長
和
町
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

に
取
り
組
み
つ
つ
、
令
和
元

年
東
日
本
台
風
災
害
の
被
災

箇
所
の
復
旧
の
完
了
を
目
指

し
ま
す
。
新
規
事
業
と
し
て

は
、
依
田
窪
病
院
で
の
信
州

大
学
に
よ
る
医
学
部
健
康
推

進
学
講
座
の
開
設
、
地
方
創

生
拠
点
整
備
交
付
金
に
よ
り

整
備
す
る
「
古
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
」
建
設
事
業
が
あ

り
ま
す
。　
　
　
　
（
抜
粋
）

３月
議会

町
長
提
案
理
由
の
説
明

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
打
撃
を
受
け
た　

　
　

事
業
者
等
へ
の
経
済
的
支
援
に
努
め
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
町

の
企
業
・
公
社
に
影
響
が

迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
調
整
を
進
め
ま
す

将
来
の
安
定
し
た
長
和
町
の

発
展
に
繋
が
る
予
算
編
成

一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度

比
10
％
減
の
61
億
円
余
に

長和町議会３月定例会が、長和町役場議場に於いて３月１日（月）から
１９日（金）までの１９日間の会期で開かれ、報告３件、条例案４件、令
和３年度一般会計・特別会計予算案１０件、令和２年度補正予算案７件、
指定管理者の指定について１４件、その他の議案４件、陳情４件、意
見書案２件などについて審議が行われました。以下に、町長提案理由、
予算の概要、審査内容の概要と審議結果等を報告します。
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　令和３年度一般会計・特別会計予算を可決しました。

町のお金はどんな事業に使われる？

令和３年度

予算
一般会計 61億1300万円

特別会計 20億4935万円

令和３年度 長和町会計別予算額
会　計　名 ３年度予算額 ２年度予算額 増減額

 一般会計 ６１億１３００万円 ６７億９５００万円 △６億８２００万円

国民健康保険特別会計 ７億６９００万円 ７億９３１４万円 △２４１４万円

国民健康保険歯科診療所事業特別会計 １５００万円 １５００万円 ０万円

後期高齢者医療特別会計 ９０００万円 ９０００万円 ０万円

介護保険特別会計 １０億７２００万円 １１億５９００万円 △８７００万円

同和地区住宅新築資金等貸付特別会計 ５３５万円 ５３６万円 △１万円

観光施設事業特別会計 ９８００万円 １億３００万円 △５００万円

 特別会計合計 ２０億４９３５万円 ２１億６５５０万円 △１億１６１５万円

合　　計 ８１億６２３５万円 ８９億６０５０万円 △７億９８１５万円

令和３年度 上水道事業会計予算額　（単位：千円）

科　目 　金　額 内　容　

収益的収支
事業収益 ２６８，１６１ 給水収益 152,905 , 他会計補助金 24,712 他

事業費用 ２９８，８９４ 減価償却費 168,247 , 支払利息等 21,689 他

　注）収益的収支とは、水道料金などの収入と、運営に必要な維持管理費、減価償却費などの支出を表します。

資本的収支
資本的収入 ３９，３７９ 他会計補助金 38,470 他

資本的支出 ７８，６０９ 建設改良費 2,710 , 企業債償還金 74,899 他

　注）資本的収支とは、施設の建設や更新に関する投資的な収入と支出を表します。

令和３年度 公共下水道事業及び排水処理施設事業会計予算額　（単位：千円）

科　目 　金　額 内　容　

収益的収支
事業収益 ４８８，６０７ 下水道使用料 115,236 , 補助金 126,335 他

事業費用 ４７９，０７３ 減価償却費 330,071 , 支払利息等 32,089 他

資本的収支
資本的収入 １６５，０４３ 他会計補助金 137,993 他

資本的支出 ２８０，７４８ 建設改良費 1,050 , 企業債償還金 278,698 他
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新型コロナ対策事業、町の産業を支援します。
　道の駅活性化推進事業 1323万円
　商工振興資金等制度資金支援 7900万円
　ブランシュたかやまスキー場管理事業 2億935万円　
新型コロナウイルスの感染拡大に伴う緊急経済対策は、関係する諸
団体等と連携し、必要な支援をしていきます。

ごみや汚泥処理の経費を計上します。
　丸子クリーンセンター負担金 5975万円
　汚泥再生処理センター維持管理委託料 1504万円
　ゴミ収集運搬委託料・ゴミ処理手数料 4947万円
ごみの適正な収集運搬と処理を実施するとともに、上田地域広域
連合が所管する施設の安定的な運営に協力します。

学校教育を充実し、給食費の無償化を継続します。
　スクールバス運行委託（小中学校・蓼科高校） 3992万円
　小中学校給食費無償化 2311万円
　中学校組合負担金 6758万円　
長門・和田小児童の学校生活に必要な経費と依田窪南部中学校の
負担金を計上しています。

依田窪病院の医師を確保し、施設を整備します。
　依田窪医療福祉事務組合負担金等 3億6060万円
　信州大学医学部健康推進学講座負担金 2500万円　
信州大学医学部の依頼を受けた健康推進学講座を開設し、肝臓病
に関する研究を実施するとともに、医療体制を充実します。

令和元年の被災箇所を引き続き復旧します。
　災害復旧事業 4億2332万円　
令和元年の東日本台風によって被災した箇所のうち、令和２年度ま
でに復旧できなかった施設を復旧します。

産業振興課

こども・健康推進課

教育課

建設水道課

町民福祉課

和田小学校

依田窪病院

復旧が待たれる被災水路

丸子クリーンセンター

長和町商工会館（道の駅）
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地域おこし協力隊が６名になります。
　地域おこし協力隊関係費用 2376万円　
３月１日より地域おこし協力隊員が３名増えて、６名になります。そ
れぞれが長和町に根ざした活動を行っていきます。

議場のマイクシステムを購入・更新します。
　音響設備機器購入 1155万円
　議員人件費（報酬・手当） 2983万円　
議場に設置されている音声設備機器に不具合があり、作動不良が
続いているため、６月議会に向けて音響機器を更新します。

ケーブルテレビ事業は引き続き町振興公社に委託。
　ケーブルテレビ放送職員人件費 479万円
　ケーブルテレビ業務委託料、管理委託料 1920万円　
ケーブルテレビ事業の全面業務委託について、指定管理者制度に
より㈱長和町振興公社に委託する方向で協議を行います。

住民の交通手段を確保するため、新公共交通体制
の充実を図りつつ、町内巡回バスを運行します。
　町内巡回バス運行委託料 5839万円　
令和２年１０月より実施された新公共交通体系の利便性を向上する
ため、路線ごとの利用者数を把握し、利用者のニーズに合った運行
ダイヤに随時改正していきます。

長和町を運営するために必要な人に係る支出。
　正規職員人件費 　7億7833万円
　会計年度任用職員人件費 　2億1234万円
　行政事務包括業務委託料 　2億1342万円　
人件費は総務費における会計年度任用職員の増加で前年より 829
万円の増、物件費の包括業務委託料は 180万円の減となります。

… 令和３年度予算における町の主な事業 …

町のお金はこんな事業に使われます！令和３年度

予算

企画財政課

情報広報課

総務課

議会事務局

〝ながわごん〟とＪＲバス

新しい地域おこし協力隊

ケーブルテレビの編集室

議場内（予算特別委員会）



　
　

子
ど
も
・
健
康
推
進
課

  

な
が
と
保
育
園
園
庭
改
修
工

事
の
工
事
請
負
費
１
千
万
円
の

内
容
は
。

  

こ
こ
数
年
の
集
中
豪
雨
時
に

園
庭
に
溜
ま
る
雨
水
の
排
水
が

追
い
つ
か
ず
、
園
舎
テ
ラ
ス
、

園
児
・
保
護
者
の
通
路
ま
で
浸

水
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

　
　

町
民
福
祉
課

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
推
進
に
つ
い
て
、
専
門
職
員

人
件
費
３
３
０
万
円
が
上
が
っ

て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の
交
付

率
と
推
進
計
画
は
。

る
。
ま
た
、
園
庭
築
山
の
下
辺

り
も
水
は
け
が
悪
く
、
子
ど
も

た
ち
の
外
遊
び
に
も
影
響
し
て

い
る
た
め
改
修
工
事
を
す
る
。

準
備
工
事
を
１
週
間
、
実
工
事

を
３
週
間
、
ま
と
め
・
検
査
工

期
と
し
て
１
～
２
週
間
、
合
計

１
か
月
半
程
度
を
予
定
し
て
い

る
。
な
お
、
工
区
を
区
切
り
な

  

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
の
資
料
で
は
、
２
月
末

現
在
、
交
付
者
は
９
５
４
人
で
、

16
・
２
％
。
令
和
５
年
３
月
末

ま
で
に
ほ
ぼ
全
員
が
カ
ー
ド
を

持
つ
た
め
の
カ
ー
ド
円
滑
化
計

が
ら
工
事
を
行
う
た
め
、
休
園

す
る
こ
と
な
く
作
業
可
能
と
考

え
る
。
工
事
内
容
は
、
有
孔
管

を
追
加
で
設
置
、
排
水
マ
ス
の

新
設
を
考
え
て
い
る
。

  

和
田
保
育
園
の
土
地
借
上
料

80
万
９
千
円
に
つ
い
て
、
借
上

料
の
値
下
げ
や
土
地
の
買
上
げ

に
つ
い
て
交
渉
は
し
た
の
か
。

  
和
田
保
育
園
の
土
地
は
、
契

約
が
５
年
で
、
平
成
30
年
度
に

更
新
し
た
。
現
在
契
約
途
中
で

あ
る
が
、
11
月
に
地
主
よ
り
売

却
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
地
権
者
が
３
名
お
り
、
内

１
名
の
了
解
が
得
ら
れ
ず
、
現

在
協
議
中
で
あ
る
。

  

町
単
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
２
０
０
万
７
千

円
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
は

無
料
だ
っ
た
が
、
何
人
が
接
種

し
た
か
。
ま
た
、
令
和
３
年
度

も
無
料
で
受
け
ら
れ
る
の
か
。

  

65
歳
以
上
は
１
７
４
８
名
、

１
歳
～
中
学
３
年
生
ま
で
は
５ 

８
６
名
が
接
種
し
た
。
例
年
に

比
べ
65
歳
以
上
は
約
２
０
０
名

多
か
っ
た
。
令
和
３
年
度
に
つ

い
て
は
、
自
己
負
担
１
０
０
０

円
を
見
込
ん
だ
予
算
で
あ
る
。

画
で
は
１
ヶ
月
の
交
付
者
数
は

約
１
８
０
人
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
カ
ー
ド
の
利
便
性
や
安
全

性
を
周
知
し
な
が
ら
普
及
促
進

を
進
め
て
行
く
。

  

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
委
託
料
１
６
７
万
円
に
つ
い

て
、
町
民
の
利
用
者
数
は
。

  

上
小
地
域
成
年
後
見
セ
ン
タ 

ー
の
利
用
者
は
４
名
で
あ
る
。

  

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
委
託
料

83
万
８
千
円
に
関
連
し
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
は
何
名
か
。

  

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
５ 

８
６
名
。
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

支
援
と
し
て
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
設
置
を
勧
め
て
い
る
。
設

置
に
よ
り
24
時
間
動
き
が
な
い

場
合
に
は
自
動
的
に
通
報
が
入

る
よ
う
に
な
る
。
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令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
を
審
査
す
る
予
算
特
別
委
員
会
が
３
月
８
日（
月
）と
９
日

（
火
）に
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
は
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
原
案
可
決
後
、
委
員
よ
り
同
予
算
に
対
す
る
付
帯
決
議
案
が
提

出
さ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
審
査
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。　

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
議
長
を
除
く
８
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
、
宮
沢
副
議
長
を
委
員
長
と

し
て
行
政
の
担
当
課
ご
と
に
順
次
予
算
審
査
を
行
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

２
月
末
で
、
交
付
者
は
９
５
４
名
、
16
・
２
％
で
あ
る
。

な
が
と
保
育
園
の
園
庭
改
修
工
事
の
内
容
は

雨
水
が
園
庭
に
た
ま
り
排
水
が
悪
い
た
め
改
修
す
る

令和３年度

予算

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
審
査
報
告

宮沢清治 委員長

和田保育園



  

資
源
循
環
型
施
設
建
設
に
向

け
て
、
市
町
村
の
可
燃
ご
み
に

含
ま
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
長
和
町

の
現
況
は
。

  

一
時
期
は
年
間
88
ト
ン
の
搬

入
量
が
あ
っ
た
が
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
、
現
状
は
70
ト
ン

程
度
と
な
っ
て
い
る
。

  

Ｅ
Ｖ
充
電
器
に
つ
い
て
、
利

用
料
収
入
１
３
０
万
円
余
に
対

し
、
維
持
経
費
が
４
９
３
万
円

と
理
に
合
わ
な
い
。
補
助
は
な

い
の
か
。
ま
た
、
利
用
台
数
は
。

  

建
設
に
際
し
て
は
補
助
金
が

あ
っ
た
が
、
維
持
に
は
な
い
。

利
用
台
数
は
１
日
に
、
マ
ル
メ

ロ
の
駅
な
が
と
が
約
５
・
５
台
、

和
田
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
約
２

台
弱
、
長
門
牧
場
が
１
・
５
台
、

美
ヶ
原
高
原
が
０
・
７
台
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

教
育
課

  

長
門
地
区
ス
ク
ー
ル
バ
ス
委

託
３
０
８
８
万
円
の
内
訳
は
。

  

長
門
地
区
の
小
学
校
、
中
学

  
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事
業

49
万
円
の
対
象
者
は
何
名
か
。

  

運
転
経
歴
証
明
書
交
付
補

助
事
業
と
し
て
５
千
円
、
タ
ク

校
へ
通
う
児
童
、
生
徒
用
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
２
１
０
０
万
円
、

シ
ー
利
用
補
助
券
１
万
５
千
円

分
を
１
人
１
回
限
り
で
交
付
し

て
い
る
。
来
年
度
は
50
名
分
を

計
上
し
て
い
る
。

蓼
科
高
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

９
０
０
万
円
で
あ
る
。

称
で
あ
る
が
、
地
名
と
し
て
あ

る
の
は
長
和
町
だ
け
で
あ
る
こ

と
が
選
考
の
大
き
な
理
由
で
あ

る
。
運
営
費
は
、
令
和
４
年
度

は
５
月
か
ら
11
月
の
開
館
で
、

人
件
費
や
電
気
料
等
の
経
常
経

費
で
概
ね
２
０
０
万
円
の
予
定

で
あ
る
。

　
　

総
務
課

  

行
政
事
務
包
括
業
務
委
託
の

業
務
の
増
は
何
か
。

  

令
和
３
年
度
は
、
運
転
業
務
、

公
営
住
宅
や
庁
舎
、
公
用
車
及

び
事
務
用
品
等
の
管
理
業
務
、

現
場
業
務
、
和
田
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
の
管
理
業
務
を
新
た
に

委
託
す
る
ほ
か
、
令
和
２
年
度

の
途
中
か
ら
で
も
、
税
務
業
務
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
経
済
対
策
に
係
る
業
務

等
を
委
託
し
て
い
る
。

  

旧
和
田
中
学
校
の
維
持
管
理

費
が
１
２
０
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
も
う
少
し
経
費
を
抑

え
ら
れ
な
い
か
。

  

経
費
節
減
に
努
力
す
る
。

  

小
学
校
の
会
計
年
度
任
用
職

員
は
何
名
か
。

  

講
師
、
司
書
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
等
、
合
わ

せ
て
19
名
で
あ
る
。

  

長
久
保
宿
本
陣
の
保
存
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

  

令
和
２
年
に
建
物
調
査
を
行

い
新
改
築
部
と
保
存
す
る
部
分

が
確
定
し
た
。
今
後
、
保
存
整

備
活
用
を
見
据
え
、
国
・
県
と

協
議
し
、
文
化
庁
の
現
地
確
認
、

指
導
を
お
願
い
し
て
い
く
。

  

「
星
く
そ
館
」の
名
称
決
定
の

経
過
は
。
ま
た
、
運
営
費
は
。

  

広
報
や
Ｈ
Ｐ
等
で
公
募
し
、

選
定
委
員
会
で
決
定
し
た
。「
星

く
そ
」
と
い
う
名
称
は
、
黒
耀

石
の
こ
と
を
指
す
歴
史
的
な
名

  

巡
回
バ
ス
運
行
委
託
料
５
８ 

３
９
万
円
に
つ
い
て
、
巡
回
バ

ス
の
乗
車
デ
ー
タ
を
基
に
し
た

利
便
性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
改
正
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

  

乗
車
・
降
車
及
び
運
行
ダ
イ

ヤ
ご
と
に
利
用
者
の
デ
ー
タ
を

取
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
１
月

に
可
能
な
範
囲
の
ダ
イ
ヤ
改
正

を
行
っ
た
。
バ
ス
を
利
用
す
る

方
の
意
見
を
聞
き
、
利
用
し
や

す
い
ダ
イ
ヤ
に
な
る
よ
う
10
月

く
ら
い
に
改
正
を
行
い
た
い
と
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広
域
連
合
で
進
め
る
資
源
循
環
型
施
設
建
設
の
現
状
は

資
源
循
環
型
施
設
建
設
に
は
最
低
で
も
７
年
以
上
要
す
る

国
の
教
育
予
算
が
減
っ
て
い
る
が
、町
の
教
育
予
算
は

教
育
費
を
削
る
こ
と
な
く
、予
算
を
確
保
し
て
い
く

行
政
事
務
包
括
業
務
委
託
の
従
事
者
数
は

昨
年
度
の
当
初
予
算
時
の
76
名
か
ら
85
名
に
増
え
た

令和３年度

予算

ＥＶ充電器（マルメロの駅ながと）

星糞峠黒耀石鉱山野外展示施設「星くそ館」
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考
え
て
い
る
。

  
国
際
交
流
事
業
48
万
８
千
円

に
関
し
て
、
現
在
イ
ギ
リ
ス
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
被
害
が
大
き
い
が
、
ど
う
対

応
す
る
考
え
か
。

  

渡
航
に
際
し
て
は
現
地
の
状

況
を
慎
重
に
見
極
め
た
い
。

  

人
事
評
価
制
度
運
用
支
援
業

務
委
託
料
３
０
４
万
円
に
つ
い

て
、
ど
こ
に
委
託
す
る
の
か
。

ま
た
、
結
果
は
公
表
す
る
の
か
。

  

「
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
」に
委
託
し

て
い
る
。
人
事
評
価
は
職
員
の

資
質
向
上
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
を
目
的
に
実
施
し
て
お

り
、
公
表
す
る
段
階
に
な
い
。

  

消
防
積
載
車
の
購
入
２
０
０ 

万
円
が
あ
る
が
、
消
防
団
員
数

　
　

企
画
財
政
課

  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
関
連
で

２
３
７
６
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
令
和
３
年
度
で
の
募

集
の
予
定
は
。

  

３
月
１
日
に
新
規
に
３
名
を

採
用
し
て
６
名
体
制
に
な
っ
た

の
で
、
令
和
３
年
度
で
の
採
用

予
定
は
な
い
。

  

長
和
町
の
地
方
交
付
税
全
体

で
は
、
一
本
算
定
が
始
ま
る
こ

と
と
国
勢
調
査
で
人
口
が
減
っ

た
こ
と
に
よ
り
１
億
３
千
万
円

の
減
額
と
し
て
い
る
が
、
国
で

の
減
少
に
伴
い
、
積
載
車
等
の

台
数
を
見
直
す
予
定
は
。

  

今
回
は
平
成
６
年
登
録
の
一

分
団
軽
積
載
車
の
更
新
。
団
員

数
が
減
少
す
る
中
で
、
消
防
車

両
の
統
廃
合
も
検
討
し
、
見
直

し
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

能
か
を
含
め
て
協
議
し
て
い
き

た
い
。

は
増
額
予
算
で
あ
る
。

  

国
で
は
基
本
的
に
増
額
と
い

う
方
向
と
聞
く
が
、
一
本
化
算

定
に
よ
り
下
が
る
部
分
も
あ
る

た
め
減
額
の
計
上
と
し
た
。

理
計
画
を
改
定
し
て
今
後
の
方

向
性
を
検
証
し
た
い
。

　
　

情
報
広
報
課

  

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
人
件
費

と
委
託
料
で
２
３
９
９
万
円
を

支
出
す
る
が
、
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
ど
の
よ
う
に
番

組
制
作
に
反
映
さ
せ
、
い
つ
頃

実
行
し
て
い
く
の
か
。

  

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

は
広
報
６
月
号
で
示
す
。
ま
た
、

振
興
公
社
と
の
指
定
管
理
の
協

議
の
中
で
、
要
望
さ
れ
た
内
容

が
移
管
後
の
新
体
制
で
対
応
可

  

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

改
定
業
務
委
託
料
３
９
９
万
円

に
つ
い
て
、
公
共
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
明
確
に
総
合
管
理

計
画
に
掲
載
さ
れ
る
の
か
。

  

令
和
２
年
度
中
に
、
建
物
に

関
す
る
個
別
施
設
計
画
が
す
べ

て
で
き
る
こ
と
か
ら
、
上
位
計

画
で
あ
る
公
共
施
設
等
総
合
管
　
　

産
業
振
興
課

  

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
１
１
８
万
円
と
は
。

  

化
学
肥
料
・
農
薬
を
使
用
し

な
い
な
ど
環
境
に
優
し
い
農
業

に
対
す
る
交
付
金
で
あ
り
、
信

濃
霧
山
ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
に
交
付

さ
れ
る
。
取
組
主
体
の
面
積
要

件
は
、
12
・
９
ha
超
必
要
。

  

道
の
駅
活
性
化
事
業
１
３
２ 

３
万
円
の
財
源
に
つ
い
て
、
交

付
金
、
単
費
の
内
訳
は
。
ま
た
、

体
験
農
場
に
関
す
る
契
約
に
つ

い
て
説
明
を
。

  

６
０
０
万
円
が
交
付
金
で
残

り
は
単
費
と
な
る
が
、
特
別
交

付
税
に
参
入
さ
れ
る
。
体
験
農

場
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
交

付
金
を
町
が
間
接
補
助
で
㈱
マ

ル
メ
ロ
エ
イ
ト
に
交
付
し
、
同

社
が
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
に
委
託
、

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
が
計
画
、
募
集
、

受
付
、
農
地
管
理
、
耕
作
指
導

も
行
っ
て
い
る
。

令和３年度一般会計予算審査報告

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
町
税
の
減
免
は

国
民
健
康
保
険
税
で
９
件
67
万
５
千
円
減
免
し
た
。

振
興
公
社
そ
の
も
の
の
あ
り
方
、
方
向
性
は

「
振
興
公
社
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で
検
討
し
始
め
た

財
政
調
整
基
金
を
５
億
６ 

千
万
円
取
崩
し
て
残
高
は

令
和
３
年
度
末
に
は
９
億 

６
千
万
円
程
の
見
込
み

公共施設（和田コミュニティセンター）

緑の花そば館／信濃霧山ダッタンそば

更新される消防団第一分団軽積載車
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ワ
イ
ン
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
展
開
事
業
１
６
０
万
円
に
つ

い
て
、
委
託
醸
造
の
単
価
１
本

２
千
円
は
妥
当
か
。

  

見
積
り
を
聴
取
し
て
設
定
し

た
。
こ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
へ
の
補
助
金
で
、
補
助
金

を
利
用
し
賄
っ
て
も
ら
う
。

  

森
林
経
営
管
理
制
度
広
域
連

帯
負
担
金
１
２
７
万
円
は
。

  

森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用

に
向
け
た
取
組
み
で
、
上
小
地

域
の
市
町
村
ご
と
に
対
象
森
林

を
１
地
区
選
定
し
、
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
事

業
を
実
施
し
て
い
る
も
の
。

  

ス
キ
ー
場
の
指
定
管
理
料
を

あ
り
方
検
討
委
員
会
で
６
千
万

円
と
し
た
が
、
今
回
４
千
万
円

の
計
上
と
な
っ
た
理
由
は
。

  

第
１
ク
ワ
ッ
ド
リ
フ
ト
の
索

条
更
新
が
指
定
管
理
料
の
中
に

含
ま
れ
て
い
た
が
、
内
容
が
更

新
工
事
で
あ
る
た
め
指
定
管
理

料
を
４
千
万
円
、
索
条
更
新
の

改
修
工
事
費
に
２
千
万
円
を
計

上
し
た
。

  

国
有
林
野
使
用
料
３
９
２
万

円
に
つ
い
て
、
ス
キ
ー
場
分
は

町
で
負
担
し
て
い
る
の
か
。

  

３
０
６
万
円
が
ス
キ
ー
場
分
で
、
町

が
国
に
支
払
い
、
同
額
を
振
興
公
社
か

ら
町
へ
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

令和３年度一般会計予算審査報告

  

や
す
ら
ぎ
の
湯
改
修
事
業
の
１
５
０ 

０
万
円
の
内
容
は
。

  

合
併
特
例
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業 

が
主
で
、
や
す
ら
ぎ
の
湯
周
辺
の
公
園

と
駐
車
場
等
の
整
備
で
あ
る
。（
抜
粋
）

２
／
10

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
和
田
完
成
見
学
会

15

議
会
全
員
協
議
会

議
場
音
響
シ
ス
テ
ム
検
討
会

16

障
が
い
者
計
画
等
策
定
委
員
会

18

議
会
運
営
委
員
会

22

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例
会

24

㈱
長
和
町
振
興
公
社
取
締
役
会

25

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例
会

保
育
園
運
営
委
員
会

３
／
１

長
和
町
議
会
３
月
定
例
会
開
会

３

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

４

別
荘
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

㈱
長
門
牧
場
役
員
会

５

一
般
質
問

議
会
全
員
協
議
会

８

予
算
特
別
委
員
会

９

予
算
特
別
委
員
会

10

社
会
文
教
常
任
委
員
会

広
報
常
任
委
員
会

11

総
務
経
済
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

16

振
興
公
社
・
ス
キ
ー
場
あ
り
方
検
討
委
員
会

障
が
い
者
計
画
等
策
定
委
員
会

保
護
司
推
薦
会

19

長
和
町
議
会
３
月
定
例
会
閉
会

町
民
手
づ
く
り
事
業
補
助
金
審
査
委
員
会

23

広
報
常
任
委
員
会

24

上
田
市
長
和
町
中
学
校
組
合
議
会
定
例
会

依
田
窪
医
療
福
祉
事
務
組
合
議
会
定
例
会

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

空
家
等
対
策
協
議
会

27

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
和
田
開
所
式

29

議
会
全
員
協
議
会

    

■
長
和
町
議
会
議
員
の
主
な
活
動
（
１
月
～
３
月
）

１
／
６

広
報
常
任
委
員
会

12

介
護
保
険
運
営
委
員
会

15

お
た
や
祭
／
豊
受
大
神
宮
例
大
祭

18

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
代
表
者
会

20

議
会
全
員
協
議
会

広
報
常
任
委
員
会

21

長
和
町
農
業
再
生
協
議
会

26

長
野
県
地
方
自
治
政
策
課
題
研
修
会

29

㈱
マ
ル
メ
ロ
エ
イ
ト
と
議
会
の
懇
談
会

２
／
１

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式

３

長
和
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会

４

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
代
表
者
会

10

坂
城
町
議
場
音
響
シ
ス
テ
ム
視
察
研
修

〈
春
：「
長
窪
城
跡
」搦か

ら
め
て
ぐ
ち

手
口（
古
町
）〉　
　
　

古
町
北
古
屋
に
あ
る

長
窪
城
は
、
室
町
時

代
中
頃
に
現
在
の
立

科
町
に
在
っ
た
芦
田

氏
が
出
城
と
し
て
築

城
し
、
武
田
信
玄
に

攻
め
ら
れ
て
以
降
、
武
田
氏
の
前
線
基
地
と
な
っ

た
。
写
真
は
城
跡
北
部
の
搦
手
口
で
、
３
台
ほ
ど

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
桜
の
向
こ
う
に

遠
く
、
虫
倉
山
と
黒
耀
石
鉱
山
遺
跡
が
あ
る
星
糞

峠
、
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
を
望
み
ま
す
。

★
表
紙
写
真
の
説
明★

ブランシュたかやまスキー場
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託
料
が
減
額
補
正
さ
れ
て

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

 

受
託
事
業
者
に
お
い
て

予
定
し
て
い
た
人
員
の
確

保
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど

が
あ
り
減
額
し
た
。
年
度

終
了
後
、
実
績
に
よ
り
精

算
す
る
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
消
毒
洗
浄
業
務
委

託
料
の
減
額
は
。

 

公
共
施
設
に
お
け
る
消

毒
洗
浄
を
想
定
し
て
予
算

計
上
し
た
が
、
該
当
が
な

か
っ
た
た
め
減
額
し
た
。

 

長
門
老
人
福
祉
セ
ン
タ 

ー
改
修
工
事
の
内
容
は
。

 

講
堂
前
の
既
存
の
ト
イ

レ
を
男
性
用
ト
イ
レ
に
、

第
二
会
議
室
を
女
性
用
ト

イ
レ
に
改
修
し
た
。

　

情
報
広
報
課

 

来
年
度
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の

体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。

 

料
金
徴
収
も
含
め
、
振

興
公
社
と
協
議
す
る
。

　

建
設
水
道
課

 

町
単
耕
地
応
急
工
事
事

業
８
４
０
万
円
増
額
の
内

容
は
。

 

和
田
上
組
の
水
路
付
替

工
事
で
、
私
有
地
へ
の
流

水
の
流
れ
込
み
を
解
消
す

る
も
の
。
道
路
敷
に
沿
っ

て
敷
設
す
る
の
で
、
用
地

買
収
は
な
い
。　
（
抜
粋
）

 

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源

と
し
た
別
荘
地
の
夏
祭
り

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

は
実
施
す
る
の
か
。

 
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源

と
し
た
美
し
松
自
治
会
と

の
夏
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

 

変
更
前
と
大
き
く
違
う

部
分
は
何
か
。

 

基
本
的
に
は
元
の
計
画

を
そ
の
ま
ま
に
計
画
期
間

を
延
長
し
て
い
る
。
財
政

 

合
併
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
１
９
９
万
２ 

千
円
に
つ
い
て
、
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

 

令
和
３
年
度
は
５
人
槽

 

４
２
０
万
円
の
貸
倒
引

当
金
繰
入
が
あ
る
。
不
納

欠
損
の
件
数
と
金
額
は
。

 

水
道
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
14
名
１
２
１
件
、
金

　

総
務
課

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
減
免
等
の
申

請
に
つ
い
て
、
親
切
に
対

応
し
て
欲
し
い
。

 

固
定
資
産
税
の
事
業
用

は
、
自
治
会
と
協
議
の
上

で
決
め
る
。
学
者
村
祭
り

に
つ
い
て
は
、
７
月
上
旬

に
各
オ
ー
ナ
ー
様
へ
送
付

す
る
広
報
紙「
長
和
の
風
」

発
行
時
期
の
状
況
で
判
断

し
た
い
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
最

新
の
も
の
に
し
た
こ
と
と

日
本
遺
産
認
定
な
ど
を
踏

ま
え
、
多
少
文
言
等
を
追

記
、
修
正
し
た
。（
抜
粋
）

６
基
の
補
助
を
予
定
し
て

い
る
が
、
浄
化
槽
区
域
に

は
別
荘
地
も
含
ま
れ
て
お

り
、
対
象
家
屋
は
相
当
数

あ
る
。

額
は
１
３
７
万
６
５
０
２

円
。
下
水
道
使
用
料
に
つ

い
て
は
、33
名
６
０
９
件
、

金
額
は
３
９
１
万
２
５
８

円
で
あ
る
。

家
屋
及
び
償
却
資
産
の
減

免
に
つ
い
て
は
61
件
提
出

が
さ
れ
て
い
る
。
適
正
に

減
免
を
行
い
、
６
月
議
会

で
減
額
補
正
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

 

行
政
事
務
包
括
業
務
委

総務経済常任委員会
　委員長／ 渡辺 久人
副委員長／ 柳澤 貞司
　　委員／ 伊藤 栄雄
　　　 　　森田 公明

渡辺 久人 委員長

総
務
経
済
常
任
委
員
会
審
査
報
告

総務経済常任委員会が３月１１日
（木）に開催され、条例の全部

改正、令和３年度特別会計予算、
令和２年度補正予算などについ
て審査が行われました。

災
害
復
旧
事
業
債
１
億
８
千
万
円
減
の
理
由
は

当
初
の
事
業
費
に
対
し
、国
庫
補
助
等
が
つ
い
た
た
め

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）に
つ
い
て

令
和
２
年
度
長
和
町
公
共
下
水
道
事
業
及
び
排
水
処
理
施

設
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

令
和
３
年
度
長
和
町
公
共
下
水
道
事
業
及
び
排
水
処
理
施

設
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
長
和
町
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

新
町
建
設
計
画（
長
和
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
）の
変
更
に
つ
い
て

下水処理施設「長門水処理センター」

新型コロナウイルス感染症対策



 

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
派
遣

事
業
の
回
数
は
。
ま
た
、

そ
の
回
数
で
十
分
か
。

 

一
回
１
万
２
千
円
で
42

回
計
画
し
て
い
る
。
第
8

期
計
画
の
新
規
事
業
で
あ

り
、
派
遣
元
の
事
業
者
と

も
相
談
し
な
が
ら
、
回
数

 

被
保
険
者
数
が
減
少
し

て
い
る
が
、
そ
の
数
は
。

 

令
和
元
年
12
月
は
１
５ 

８
４
人
、
令
和
２
年
度
は

１
５
６
４
人
で
、
20
人
の

減
少
で
あ
る
。

 

当
町
は
被
保
険
者
数
の

 

和
田
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

場
は
閉
鎖
し
て
３
年
に
な

る
が
、
跡
利
用
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
決
定
す

る
ま
で
条
例
改
正
は
行
わ

　

町
民
福
祉
課

 

身
障
者
用
自
動
車
改
造

費
助
成
事
業
19
万
９
千
円

の
増
に
つ
い
て
、
対
象
者

の
数
と
内
容
は
。

 

対
象
者
は
２
名
で
、
１

人
10
万
円
の
助
成
。
内
容

は
下
肢
不
自
由
者
の
ペ
ダ

ル
改
造
費
用
で
あ
る
。

 

運
転
免
許
証
自
主
返
納

補
助
事
業
で
２
７
０
万
円

減
額
の
理
由
は
。

 

令
和
２
年
度
の
新
規
事

業
で
あ
り
、
遡
る
５
年
分

の
事
業
分
も
含
め
て
実
施

す
る
予
算
を
計
上
し
た
た

め
、
過
大
に
な
っ
た
。

 

運
転
免
許
証
自
主
返
納

補
助
事
業
の
実
績
は
。

 
令
和
２
年
度
の
申
請
者

数
は
29
名
で
、
内
タ
ク
シ 

ー
利
用
補
助
券
の
申
請
は

せ
ず
、
運
転
経
歴
証
明
書

交
付
補
助
の
み
の
申
請
さ

れ
た
方
が
２
名
い
た
。

 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事

年
度
を
初
年
度
と
す
る
５

年
間
の
業
務
を
発
注
し
た

こ
と
に
伴
う
入
札
差
金
で

あ
る
。

  

こ
ど
も
・
健
康
推
進
課

 

な
が
と
保
育
園
運
営
経

費
が
３
９
７
万
円
減
額
さ

れ
た
理
由
は
。

 

４
月
10
日
～
５
月
15
日

ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
登

園
自
粛
を
行
っ
た
こ
と
が

主
な
理
由
で
あ
る
。
給
食

衛
生
品
２
７
０
万
円
の
増

は
、
感
染
症
対
策
に
、
消

毒
液
、ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
、

マ
ス
ク
等
を
購
入
す
る
た

め
。　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

を
増
や
す
こ
と
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

 

社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
は
。

 

社
会
福
祉
協
議
会
や
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
介
護

事
業
所
な
ど
と
連
携
し
て

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

割
り
に
保
険
給
付
費
が
高

い
が
、
対
策
は
。

 

健
康
づ
く
り
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
が

一
体
と
な
り
、
医
療
給
付

費
削
減
の
た
め
の
施
策
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

な
い
の
か
。

 

現
在
検
討
を
進
め
て
い

る
。
令
和
３
年
度
中
に
方

向
性
を
決
め
、
条
例
改
正

を
行
う
。

が
37
万
円
の
減
額
だ
が
、

一
基
減
ら
し
た
理
由
は
。

 

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

体
制
の
充
実
を
目
的
に
、

通
学
路
や
交
差
点
へ
の
設

置
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

や
子
ど
も
健
康
推
進
課
と

協
議
し
た
結
果
、
本
年
度

は
一
基
の
み
と
し
た
。

 

ご
み
収
集
運
搬
業
務
委

託
料
１
７
１
万
円
減
額
の

要
因
は
。

 

収
集
運
搬
業
務
全
体
の

見
直
し
を
行
い
、
令
和
２

社会文教常任委員会審査報告
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社会文教常任委員会
　委員長／ 羽田 公夫
副委員長／ 田福 光規
　　委員／ 佐藤 恵一
　　　 　　宮沢 清治
　　　 　　小川 純夫

社会文教常任委員会が３月１０日
（水）に開催され、令和３年度特

別会計予算、令和２年度補正予
算、条例の一部改正などについ
て審査が行われました。

Ｊ
Ｒ
前
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
常
時
監
視
し
て
い
る
か

録
画
は
常
時
し
て
お
り
、
必
要
時
に
確
認
す
る

社
会
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告

羽田 公夫 委員長

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）に
つ
い
て

令
和
３
年
度
長
和
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）予
算
に
つ
い
て

長
和
町
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
（
古
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
廃
止
）

令
和
３
年
度
長
和
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

ながと保育園

防犯カメラが設置されたＪＲバス営業所



審議結果
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・令和２年度 長和町介護保険特別会計補正予算（第３号）について
・令和２年度 長和町観光施設事業特別会計補正予算（第３号）について
・令和２年度 長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計補正予算（第２号）について
・令和２年度 長和町一般会計補正予算（第９号）について
　★定例会最終日に追加提案された補正予算で、既定の予算に 4億8293万円を追加するもの。
　１，新型コロナウイルスワクチン接種事業として、会計年度任用職員の報酬、医療機関への委託料、集団
　　接種に必要な消耗品や備品の購入費、16歳以上を対象とした 5400人分の接種委託料など、総額 2589
　　万6千円を追加する。　
　２，国が「防災・減災・国土強靭化のための５か年（令和３年度から７年度まで）加速化対策」を閣議決定し、
　　前倒しして令和２年度第３次補正予算で措置したことから、２事業分 1546万円を計上。　
　３，小学校管理費・長門小学校改修事業 7314万円の増額補正で、校舎の屋根や外壁の修繕工事と教室の
　　空調設置工事を行う。　
　４，古町公民館の新築に係るコミュニティ施設整備事業として、3億6843万4 千円を追加する。

◇ 指定管理者の指定について（１４件）

・長和町高齢者生活福祉センター／長和町デイサービスセンター長門／長和町大門小規模ケア施設
・長和町和田小規模ケア施設／長和町和田コミュニティーセンター／長和町資料館「羽田野」
・長和町農林水産施設／長和町集出荷貯蔵施設／長和町ダッタンそば加工直販施設
・長和町依田窪林業総合センター／長和町ふるさとセンター／長和町ブランシュたかやまスキー場
・長和町長門温泉やすらぎの湯／長和町和田宿温泉ふれあいの湯

◇ 新町建設計画変更に関する案（１件）

・新町建設計画（長和町まちづくり計画）の変更について
　★関係法の改正により、「合併特例債」を活用できる期間が合併年度後１５年間から５年延長されたことか
　　ら、活用の根拠となる新町建設計画を改め、計画期間の延長とそれに伴う財政計画等を変更するもの。

◇上田地域広域連合基金に関する案（１件）
・上田地域広域連合ふるさと基金に係る権利の一部を放棄することについて

◇ 陳情（４件）

・国土交通省告示第９８号の履行に関する陳情
・最低制限価格の設定に関する陳情　★長和町の現状を調査する必要から継続審査とする。

・耐震診断・耐震改修に関する陳情
・「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情

◇意見書案（２件）

・介護保険制度の抜本的な改善と新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める意見書
　★ 介護事業所の経営難と介護現場の人手不足の深刻化が進み、介護職員の賃金が全産業平均より大幅に
　　低い実態がある中、新型コロナウイルス感染症が介護事業所と介護従事者に多大な影響を及ぼしている。
　　よって、長和町議会は、介護報酬の大幅な引き上げを伴う介護保険制度の抜本的な改善と保険財政にお
　　ける国庫負担割合の大幅に引き上げ、新型コロナウイルス感染症対策の強化を強く国に要望する。

・最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書

★ 議案に対する議員の賛否結果（賛否の分かれたもののみ掲載：賛成○可  反対●否  表決に加わらないー ）

議案　　
表
決
結
果

佐
藤 

恵
一

渡
辺 

久
人

田
福 

光
規

羽
田 

公
夫

伊
藤 

栄
雄

柳
澤 

貞
司

小
川 

純
夫

宮
沢 

清
治

森
田 

公
明

国土交通省告示第９８号の履行に関する陳情 採択 ○可 ○可 ○可 ○可 ○可 ○可 ●否 ○可 ー

耐震診断・耐震改修に関する陳情 採択 ○可 ○可 ○可 ○可 ○可 ○可 ●否 ○可 ー



審議結果
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３月定例会に上程された議案等の審議結果

　令和３年長和町議会第１回定例会において審議された議案は、「最低制限価格の設定に関する陳情」
が継続審査に、他２件の陳情が賛成多数、その他の議案はすべて全員賛成で、可決・承認・採択さ
れました。以下に、審議された議案とその主な内容を掲載します。

◇ 報告（３件）

・例月出納検査結果報告／令和３年度 長和町土地開発公社事業会計予算について
・議員派遣結果報告
　★ 令和３年１月２６日「第１６回長野県地方自治政策課題研修会」に参加。新型コロナウイルス感染症の拡
　　大に伴うリモート講演となり、長和町役場会議室において YouTubeライブ配信により視聴。テーマは、　
　　ソフトバンク㈱の伊藤寿氏による「ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）がもたらす社会生活の変革」。

◇ 発議（１件）

・長和町予算特別委員会の設置について

◇承認（１件）

・専決処分した令和２年度長和町一般会計補正予算（第７号）について
　★６５歳以上の方を対象にした新型コロナウイルスワクチン接種事業準備のための費用について 2,997千円
　　の増額補正をした。その内容は、ワクチン接種体制確保のための職員１名の人件費とシステム改修、冷
　　蔵庫購入、接種委託料等。

◇ 条例案（４件）

・長和町福祉医療給付に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・長和町体育施設条例の一部を改正する条例の制定について
　★ 大門美し松にある「山の子学園共同村」の古町地区への移転新築に伴い、古町ゲートボール場を廃止す
　　るための条例改正

・長和町交流促進センター条例の全部を改正する条例の制定について
　★ 大門小茂ヶ谷区にある「長和町交流促進センター（そば道場）」の用途を変更し、小茂ヶ谷区公民館とし
　　て使用するため、これまでの指定管理を廃止する条例改正。

・長和町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

◇ 予算案（１０件）

・令和３年度 長和町一般会計予算について
・令和３年度 長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算について
・令和３年度 長和町国民健康保険歯科診療所事業特別会計予算について
・令和３年度 長和町後期高齢者医療特別会計予算について
・令和３年度 長和町介護保険特別会計予算について
・令和３年度 長和町同和地区住宅新築資金等貸付特別会計予算について
・令和３年度 長和町観光施設事業特別会計予算について
・令和３年度 長和町和田財産区特別会計予算について
・令和３年度 長和町上水道事業会計予算について　
・令和３年度 長和町公共下水道事業及び排水処理施設事業会計予算について

◇補正予算案（７件）

・令和２年度 長和町一般会計補正予算（第８号）について
・令和２年度 長和町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）について
・令和２年度 長和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について



一般質問
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４
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う

３
月
定
例
会
で
は
、
３
月
５
日（
金
）に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

４
人
の
議
員
が
町
の
課
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

一
般
質
問

■ 一般質問は、町が行うすべての事務や事業
に関して、議員の日常の活動や調査・研究、
町民の声などを基に、町長や教育長に対し
町政の方針を質す重要な活動です。

■ 議員の質問時間は、答弁を含め６０分以内
です。

■「議会だより」では、誌面の都合上、質問と
答弁を要約して掲載しています。

１，渡辺 久人  議員 …………… P.17
（1）教育委員会の現状と課題について

（2）新型コロナワクチン接種について

（3）個人番号カード（マイナンバーカード）につ
　いて

（4）ブランシュたかやまスキー場「公設民営化」
　について

（5）依田窪病院小児科診療について

２，羽田 公夫  議員 …………… P.18
（1）ジェンダー問題の受け止めと町の対応すべ
　き課題について

（2）新教育長就任にあたり長和町の教育方針に
　ついて

（3）新和田トンネル無料化の延期について

３，田福 光規  議員 …………… P.19
（1）長和町と介護事業所における介護保険の現
　状と今後の課題について

４，佐藤 恵一  議員 …………… P.20
（1）ブランシュたかやまスキー場の公設民営化
　及び姫木・鷹山地区エリア振興施策について

（2）日本遺産「星降る中部高原の縄文世界」を
　活用した「地域活性化の取り組み」について
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有

用
性
、
利
便
性
、
長
和
町
で
の

交
付
率
は
。
ま
た
、
普
及
促
進

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
か
。

  

町
長  

健
康
保
険
証
や
運
転

免
許
証
と
し
て
も
利
用
で
き
る

な
ど
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
進

む
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
な

る
も
の
と
認
識
を
し
て
い
る
。

  

町
民
福
祉
課
長 

令
和
３
年

２
月
１
日
時
点
の
交
付
枚
数
は

８
８
６
枚
、交
付
率
は
14
・
８
％

で
あ
る
。
普
及
促
進
の
取
組
み

と
し
て
、
休
日
や
夜
間
の
受
付

や
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
て
担

当
者
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
窓
口

に
来
な
く
て
も
申
請
が
で
き
る

取
組
み
も
考
え
て
い
る
。

月
か
ら
お
越
し
頂
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

  

ま
た
、
こ
の
先
生
が
休
み
と

な
る
木
曜
日
は
、
午
前
中
の
み

の
診
療
だ
が
、
信
州
大
学
医
学

部
よ
り
医
師
を
派
遣
し
て
い
た

だ
き
、
平
日
毎
日
の
診
療
を
実

現
し
た
。
身
体
の
不
調
は
当
然

の
こ
と
、
子
育
て
に
伴
う
悩
み

な
ど
に
つ
い
て
も
保
護
者
と
医

師
で
話
が
で
き
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

　

   

是
非
と
も
、
大
勢
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
、
依
田
窪
病
院
の

小
児
科
を
ご
利
用
頂
き
た
い
と

望
ん
で
い
る
。　
　
　
（
抜
粋
）

  
ス
キ
ー
場
の
来
年
度
以
降
の

整
備
計
画
の
内
容
と
必
要
性
、

予
算
額
と
そ
の
財
源
は
。

  

町
長  
経
営
戦
略
で
は
修
繕

費
が
約
１
億
５
３
０
０
万
円
、

建
設
改
良
費
が
約
14
億
４
６
０ 

０
万
円
で
、
10
年
間
の
設
備
投

資
見
込
み
額
の
総
額
は
約
16
億

円
で
あ
り
、
今
後
ス
キ
ー
場
事

業
を
継
続
し
て
い
く
上
で
必
要

な
更
新
工
事
等
だ
が
、
現
状
等

に
鑑
み
精
査
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。
な
お
、
建
設
改
良

費
は
、
国
県
の
補
助
事
業
の
導

入
、
交
付
税
算
入
率
の
高
い
有

利
な
起
債
事
業
の
活
用
を
考
え

て
い
る
。

  

新
会
社
の
設
立
は
今
年
６
月

を
目
指
し
て
い
る
が
、
進
捗
状

況
は
。

  

町
長  

現
在
、
あ
り
方
検
討

委
員
会
の
専
門
部
会
で
、
２
月

末
～
３
月
中
旬
ま
で
の
収
支
状

況
等
を
み
て
お
り
、
改
め
て
新

し
い
経
営
形
態
な
ど
を
検
討
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

  

羽
田
町
長
は
公
約
で
「
子

育
て
日
本
一
を
目
指
す
町
づ
く

り
」
を
掲
げ
て
い
る
。
子
ど
も

は
町
の
希
望
で
あ
り
、
世
代
を

繫
ぐ
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
る
中
で
、
依
田
窪
病
院
に
お

け
る
小
児
科
の
充
実
と
受
診
者

の
確
保
は
重
要
課
題
で
あ
る
と

考
え
る
。
病
院
の
現
状
を
ふ
ま

え
、
町
長
の
見
解
は
。

  

町
長  

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
受
け
、
保
護
者
が
求
め
る
小

児
科
医
師
像
が
理
解
で
き
、
常

勤
医
師
の
確
保
は
極
め
て
困
難

な
中
、
週
４
回
、
午
前
か
ら
午

後
に
か
け
て
勤
務
頂
け
る
子
育

て
中
の
女
性
小
児
科
医
師
を
大

学
よ
り
ご
紹
介
頂
き
、
こ
の
４

渡辺 久人
 議員 

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
の
取
組
み
は

 

様
々
な
取
組
み
の
準
備
を
進
め
て
い
る

ス
キ
ー
場
新
会
社
設
立
に
向
け
、現
状
は

新
し
い
経
営
形
態
等
を
検
討
し
て
進
め
て
い
く

依
田
窪
病
院
の
小
児
科
診
療
の
今
後
は

小
児
科
を
無
く
す
こ
と
な
く
存
続
さ
せ
る

ブランシュたかやまスキー場



  

新
和
田
ト
ン
ネ
ル
の
無
料
化

が
突
然
、
半
年
ほ
ど
先
送
り
さ

れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
結

果
的
に
延
期
と
な
っ
た
よ
う
だ

が
、
事
前
に
県
か
ら
町
に
相
談

は
あ
っ
た
の
か
。

  

町
長  

昨
年
の
12
月
23
日
に

県
の
建
設
部
長
と
道
路
建
設
課

企
画
幹
の
２
名
が
来
庁
し
話
を

聞
い
た
。
そ
の
後
、
阿
部
知
事

か
ら
も
話
が
あ
っ
た
が
、
私
と

し
て
は
裏
切
ら
れ
た
感
じ
で
、

観
光
の
町
と
し
て
本
当
に
厳
し

く
遺
憾
の
意
を
示
す
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
の
県
の
対
応
を
大

い
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

  
無
料
化
は
先
に
な
っ
た
が
、

い
ず
れ
旧
国
道
は
当
町
に
払
い

下
げ
ら
れ
、
町
で
管
理
運
営
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
と
し

て
は
相
当
な
負
担
増
に
な
る
が

こ
れ
か
ら
の
道
路
管
理
体
制
は

ど
う
す
る
の
か
。

  

建
設
水
道
課
長 

長
和
町
と

下
諏
訪
町
に
と
っ
て
は
ト
ン
ネ

ル
の
維
持
管
理
費
・
冬
季
の
除

雪
費
の
負
担
が
大
き
い
。
関
係

団
体
と
協
力
し
、
旧
道
部
分
に

つ
い
て
は
今
ま
で
と
同
様
に
県

の
維
持
管
理
を
継
続
で
き
る
よ

う
要
望
書
を
出
し
て
い
る
。
冬

季
間
は
閉
鎖
等
の
処
置
も
お
願

い
し
て
あ
る
の
で
、
県
の
回
答

を
受
け
て
町
と
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

  

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
組
織
委
員
会
で
の
発
言
で
、

会
長
が
辞
任
す
る
事
態
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
問
題
を

当
町
に
置
き
換
え
、「
明
る
く
住

み
や
す
い
長
和
町
」
を
築
い
て

い
く
た
め
に
、
町
長
は
こ
の
問

題
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
か
。

  

町
長  

オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
根

本
原
則
に
反
す
る
大
変
重
大
な

問
題
と
捉
え
、
性
別
や
年
齢
、

障
が
い
の
有
無
な
ど
様
々
な
違

い
を
乗
り
越
え
、
誰
も
が
お
互

い
に
協
力
し
合
い
、
安
全
・
安

心
な
生
活
が
送
れ
る
社
会
の
実

現
の
契
機
と
し
た
い
。
具
体
的

に
は
、
町
の
男
女
共
同
参
画
計

  

時
代
と
実
態
に
合
っ
た
「
教

育
大
綱
」
に
作
り
直
す
考
え
は

無
い
か
。　
　

  

教
育
長  

現
在
の
教
育
大
綱

は
、
教
育
の
基
本
理
念
・
目
標
・

環
境
及
び
施
設
の
在
り
方
を
総

合
的
に
ま
と
め
、
教
育
行
政
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
平
成
21

年
10
月
に
制
定
さ
れ
た
。
制
定

後
10
年
が
経
っ
た
が
、
根
本
的

な
こ
と
は
変
え
る
必
要
は
な
い

と
考
え
る
。
現
在
、
少
子
高
齢

化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化

画
の
も
と
、
気
持
ち
を
引
き
締

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
、
明
る
い
街
づ
く
り
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

が
進
ん
で
お
り
、
教
育
目
標
や

環
境
整
備
等
に
つ
い
て
は
今
後

見
直
し
て
い
き
た
い
。

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
広
が
り
で
一
人
一
台
の
情

報
端
末
の
環
境
整
備
が
加
速
し

て
い
る
。
予
定
よ
り
早
い
進
行

に
学
校
で
は
対
応
が
追
い
着
い

て
い
な
い
の
で
は
。

  

町
長  

問
題
点
は
認
識
し
て

い
る
。
先
生
方
へ
の
講
習
会
は

今
年
度
中
に
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）
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羽田 公夫
 議員

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
ど
う
受
け
止
め
る
か

重
要
な
問
題
と
捉
え
、役
割
を
果
た
し
て
い
く

制
定
か
ら
10
年
が
経
過
し
た「
教
育
大
綱
」は

根
本
的
な
こ
と
は
変
え
る
必
要
は
無
い
と
思
う

新
和
田
ト
ン
ネ
ル
無
料
化
が
延
期
さ
れ
た
が

令
和
４
年
４
月
、御
柱
祭
に
合
わ
せ
実
施

新和田トンネル料金所



  
当
町
の
高
齢
化
率
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
は
。

  

町
民
福
祉
課
長 

２
０
２
０

年
が
42
・
１
％
で
、
全
国
平
均

の
28
・
９
％
、
長
野
県
平
均
の

32
・
４
％
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。
31
年
に
は
50
％
を
超
え

40
年
に
は
53
・
９
％
と
推
測
さ

れ
る
。

  

要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
者

数
の
現
状
と
推
移
、
今
後
の
見

通
し
は
。

  

町
民
福
祉
課
長 

要
介
護
・ 

要
支
援
認
定
者
数
は
２
０
１
８

年
度
の
５
７
５
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
に
あ
り
、
認
定
者
数

は
減
少
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ

る
。

  

要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
者

の
男
女
別
、年
齢
別
の
分
析
は
。

  

町
民
福
祉
課
長 

男
女
比
は

約
１
対
３
。
男
性
が
85
歳
、
女

性
が
80
歳
以
上
に
な
る
と
急
激

に
増
加
し
、
85
歳
以
上
の
方
で

は
64
％
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

  

第
１
号
被
保
険
者
の
認
定
率

の
現
状
と
推
移
、
県
内
、
全
国

と
の
比
較
は
。

  

町
民
福
祉
課
長 

２
０
１
９

年
度
の
認
定
率
は
21
・
６
％
と

長
野
県
全
体
の
17
・
２
％
、
全

国
平
均
の
18
・
５
％
を
大
き
く

上
回
っ
て
お
り
、
県
内
77
市
町

村
中
４
番
目
に
高
い
水
準
。

  

当
町
の
認
定
率
が
高
い
の
は

何
故
か
。

  

町
民
福
祉
課
長 
高
齢
化
率

が
42
％
を
超
え
、
全
世
帯
の
う

ち
、高
齢
者
世
帯
が
40
・
５
％
と

多
く
、
家
庭
の
介
護
力
の
低
下

が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方

を
一
人
も
見
逃
さ
な
い
対
策
が

認
定
率
の
高
い
要
因
と
も
考
え

ら
れ
る
。

  

介
護
保
険
料
基
準
額
の
推
移

と
県
内
・
全
国
と
の
比
較
を
。

  

町
民
福
祉
課
長 

第
１
期
の

基
準
月
額
２
３
２
８
円
か
ら
第

  

介
護
保
険
給
付
費
全
体
の
推

移
と
現
状
は
。

  

町
民
福
祉
課
長 

介
護
保
険

給
付
費
は
年
々
増
加
傾
向
で
あ

る
。
特
に
２
０
１
８
年
度
以
降

は
非
常
に
速
い
ペ
ー
ス
で
増
加

し
て
お
り
、
19
年
度
は
約
９
億 

３
８
０
０
万
円
と
な
り
、
17
年

度
と
比
べ
約
９
２
０
０
万
円
増

と
な
っ
て
い
る
。

  
介
護
保
険
給
付
費
が
、
２
０ 

１
９
年
度
大
幅
に
増
え
た
理
由

は
何
か
。

６
期
で
は
、２
・
45
倍
と
な
る
５ 

７
０
０
円
ま
で
増
え
て
い
る
。

第
７
期
は
５
７
０
０
円
で
、
県

平
均
は
５
５
９
６
円
、
全
国
平

均
は
５
８
９
６
円
で
あ
る
。

て
い
る
高
齢
者
の
「
特
定
施
設

入
所
者
生
活
介
護
」
の
利
用
者

の
増
加
も
給
付
費
増
加
の
要
因

と
考
え
ら
れ
る
。

  

介
護
保
険
給
付
費
の
抑
制
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

  

町
民
福
祉
課
長 

第
８
期
計

画
で
は
、「
ケ
ア
プ
ラ
ン
点
検
」

「
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
地
域
リ
ハ
教
室（
仮
称
）」

「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
等
の
一
体
的
実
施
」
を
重

点
事
業
と
位
置
づ
け
、
総
合
的

に
介
護
給
付
費
の
抑
制
に
努
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
住
民
の

方
に
は
、
町
の
介
護
保
険
の
現

状
を
理
解
し
て
、
自
ら
の
健
康

に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に
健

康
増
進
・
介
護
予
防
等
の
事
業

に
参
加
し
て
健
康
増
進
に
努
め

て
頂
け
る
よ
う
な
情
報
発
信
も

行
っ
て
い
き
た
い
。　
（
抜
粋
）

  

町
民
福
祉
課
長 

介
護
老
人

福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施

設
や
介
護
医
院
等
施
設
の
増
加

総
合
計
が
約
６
６
０
０
万
円
と

な
り
増
加
額
の
約
72
％
を
占
め

て
い
る
。
高
齢
に
よ
る
重
度
化

の
増
に
加
え
、
町
の
世
帯
構
成

の
状
況
か
ら
家
族
で
介
護
を
す

る
こ
と
の
難
し
さ
が
あ
り
、
近

隣
地
域
の
新
規
事
業
所
等
へ
の

施
設
入
所
が
こ
の
２
年
間
で
顕

著
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
居
し

一般質問
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田福 光規
 議員

当
町
の
介
護
保
険
認
定
率
が
高
い
理
由
は

高
齢
化
率
が
高
く
、家
庭
の
介
護
力
が
低
下

介
護
保
険
給
付
費
の
大
幅
な
増
加
の
理
由
は

主
な
理
由
は
介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
の
増
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ながわまち議会だより　R 3.5.120

  

公
設
民
営
に
よ
る
経
営
に
お

い
て
、
毎
年
の
保
守
費
用
を
ど

の
程
度
町
の
負
担
と
し
て
想
定

し
て
い
る
か
。

  

町
長  

基
本
的
に
は
、
資
産

と
な
る
分
、
配
管
や
リ
フ
ト
、

ス
ノ
ー
マ
シ
ン
や
圧
雪
車
な
ど

に
つ
い
て
町
で
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
。
夏
季
整
備
も
含
め
て

の
維
持
管
理
経
費
は
、
現
在
約

３
０
０
０
万
円
か
ら
５
０
０
０ 

万
円
程
度
か
か
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
町
で
は
こ
れ

ら
に
係
る
負
担
は
考
え
て
い
な

い
。

  

経
営
戦
略
で
は
、
10
年
間
の

設
備
投
資
見
込
み
額
の
総
額
は

約
16
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
策

定
の
整
備
計
画
に
は
、
広
報
掲

載
の
「
公
設
民
営
に
よ
る
経
営

で
は
、
使
用
料
を
町
に
支
払
い

設
備
の
保
守
や
修
理
は
そ
の
使

用
料
を
原
資
に
町
が
支
払
い
、

さ
ら
に
余
剰
金
が
あ
る
場
合
は

基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
将
来

的
な
施
設
更
新
に
備
え
る
」
の

記
載
が
な
い
。
広
報
掲
載
文
の

概
要
の
説
明
を
。

  

産
業
振
興
課
長 

今
後
の
施

設
更
新
に
つ
い
て
は
、
国
や
県

の
補
助
事
業
の
導
入
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
共
に
、
昨
年
度

策
定
し
た
経
営
戦
略
の
中
に
は

今
後
ス
キ
ー
場
事
業
を
継
続
し

て
い
く
上
で
必
要
な
索
道
等
施

設
の
更
新
工
事
や
収
支
に
係
る

計
画
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
わ
る
影
響
等
が
加
味

さ
れ
て
お
ら
ず
不
透
明
な
部
分

も
あ
る
の
で
、
現
状
等
に
鑑
み

精
査
し
な
が
ら
、
再
度
改
め
て

検
討
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

  

ス
キ
ー
人
口
の
減
少
傾
向
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
外
部
環

境
等
を
考
え
、
経
営
が
悪
化
し

た
と
き
の
対
処
方
法
を
想
定
、

そ
の
た
め
の
経
営
状
況
を
把
握

す
る
仕
組
み
、
判
断
の
手
法
は

検
討
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
町

民
の
公
益
を
守
る
た
め「
撤
退
」

に
関
す
る
既
定
を
定
め
て
、
公

設
民
営
に
移
行
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
町
長
の
考
え
は
。

  
町
長  

現
在
取
り
組
ん
で
い

  

「
星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文

世
界
…
数
千
年
を
遡
る
黒
曜
石

鉱
山
と
縄
文
人
に
出
会
う
旅
」

と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

３
年
が
経
過
す
る
が
、 

日
本
遺

産
の
「
文
化
財
を
活
用
す
る
」

こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
取

り
組
み
を
、「
ど
の
よ
う
に
地
域

の
活
性
化
」
に
活
か
す
の
か
。

  

文
化
財
担
当
課
長 

教
育
委

員
会
で
は
、「
日
本
遺
産
」事
業

と
並
行
或
い
は
先
行
し
て
地
域

る
、
ス
キ
ー
場
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
あ
る
専
門
部
会
に
お
い
て
、

司
法
書
士
や
税
理
士
、
金
融
機

関
な
ど
と
も
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
撤
退
に
関

し
て
は
、
設
置
の
経
過
や
そ
の

歴
史
な
ど
も
踏
ま
え
、
公
的
な

負
担
が
あ
る
程
度
あ
っ
て
も
町

民
の
皆
さ
ま
に
公
益
を
も
た
ら

す
な
ら
ば
継
続
す
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

の
歴
史
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
や
人
材
育
成
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
「
星
降
る

中
部
高
地
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
え
る
黒
耀
石
鉱
山
で
は
、
整

備
事
業
の
成
果
と
し
て
、
世
界

的
に
も
類
例
の
な
い
展
示
館
と

な
る「
星
く
そ
館
」が
今
年
の
７

月
に
開
館
す
る
。
ま
た
、
商
工

観
光
と
教
育
委
員
会
が
協
力
し

て
開
催
し
て
き
た
「
黒
耀
石
の

ふ
る
さ
と
祭
り
」
や
日
本
遺
産

を
巡
る
歴
史
探
検
ツ
ア
ー
は
、

そ
の
運
用
の
仕
方
で
広
く
町
の

魅
力
を
発
信
す
る
事
業
の
一
つ

に
成
り
得
る
。
先
ず
は
、
町
の

皆
さ
ん
に
楽
し
く
当
地
域
の
魅

力
に
触
れ
て
頂
き
「
長
和
青
少

年
黒
耀
石
大
使
」制
度
と
共
に
、

地
域
参
加
型
で
行
う
人
材
育
成

の
ブ
ラ
ン
ド
事
業
と
し
て
磨
き

を
か
け
て
い
き
た
い
。（
抜
粋
）

佐藤 恵一
 議員

日
本
遺
産
を
地
域
の
活
性
化
に
活
か
す
に
は

息
の
長
い
取
組
み
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
く

公
設
民
営
の
ス
キ
ー
場
へ
の
指
定
管
理
料
は

収
益
事
業
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
は
な
い



■
令
和
３
年
２
月
22
日（
月
）か
ら
25
日

（
木
）の
会
期
で
、
上
田
地
域
広
域
連
合

議
会
２
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
条
例

の
一
部
改
正
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
等
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
が
全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

□
資
源
循
環
型
施
設
建
設
に
つ
い
て

１
，
環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
は
、
最
初

の
手
続
き
で
あ
る
配
慮
書
の
作
成
を
、

県
と
協
議
し
な
が
ら
今
年
度
末
を
目
途

に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

後
、
公
告
・
縦
覧
、
住
民
説
明
会
に
よ

り
圏
域
住
民
の
皆
様
に
周
知
し
、
意
見

を
伺
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
地

元
６
団
体
で
構
成
す
る
「
資
源
循
環
型

施
設
建
設
対
策
連
絡
会
」
と
の
懇
談
会

を
昨
年
12
月
に
行
い
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
な
お
、
今
議
会
に
諏
訪
部
自
治
会

よ
り
「
資
源
循
環
型
施
設
建
設
に
関
す

る
陳
情
書
」
が
提
出
さ
れ
た
が
、
委
員

会
に
お
い
て
不
採
択
と
な
っ
て
い
る
。

２
，
清
浄
園
の
移
転
は
、
上
田
市
下
之

条
地
籍
に
あ
る
南
部
終
末
処
理
場
内
に

「
し
尿
前
処
理
下
水
道
投
入
施
設
」
を

建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
こ
の

計
画
に
つ
い
て
昨
年
11
月
に
地
元
下
之

■
３
月
24
日
に
依
田
窪
医
療
福
祉
事
務
組

合
議
会
が
開
催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
経
費
に
関
す
る

専
決
処
分
等
の
報
告
６
件
、
条
例
の
一

部
改
正
、
令
和
３
年
度
予
算
、
令
和
２

年
度
補
正
予
算
等
の
議
案
９
件
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
が
全

員
賛
成
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

な
お
、
依
田
窪
病
院
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て
、
内
科
常
勤
医
師
６
名
体
制

に
加
え
、
信
大
医
学
部
内
科
学
第
２
教

室
と
の
寄
付
講
座
の
設
置
に
伴
い
、
内

科
医
師
２
名
が
交
代
で
３
年
間
・
週
４

回
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
、
内
科
の
体

制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
来
患
者
の

増
加
や
他
院
か
ら
転
院
す
る
入
院
患
者

等
で
の
病
床
稼
働
率
増
を
課
題
と
し
て

予
算
が
前
年
よ
り
増
額
と
な
っ
た
。　

　
　
　
　
　
（
報
告
：
宮
沢
清
治 

議
員
）

＊
信
州
大
学
と
の
寄
付
講
座
と
は
、
町
が
大

学
の
依
頼
を
受
け
、
依
田
窪
病
院
に
お
い

て
20
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
に
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
の
有
無
な
ど
を
検
査
、
撲
滅
に
繋

ぐ
調
査
研
究
を
行
う
も
の
。

条
自
治
会
よ
り
建
設
の
同
意
を
得
、
現

在
、
詳
細
設
計
及
び
工
事
の
実
施
に
向

け
調
整
中
で
あ
る
。

３
，
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
今
年
度
、
環
境

影
響
評
価
や
清
浄
園
の
廃
止
に
一
定
の

見
通
し
が
つ
き
、
令
和
３
年
度
に
は
方

法
書
の
手
続
き
及
び
施
設
基
本
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。
な
お

調
査
・
基
本
計
画
策
定
に
４
年
。
５
年

目
か
ら
施
設
建
設
に
入
り
、
８
年
目
に

新
た
な
資
源
循
環
型
施
設
を
稼
働
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　
（
報
告
：
森
田
公
明 

議
長
）

上田広域連合／組合議会報告
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上
田
地
域
広
域
連
合

議
会
報
告

依
田
窪
医
療
福
祉
事

務
組
合
議
会
報
告

令和３年度 医療福祉事務組合関係予算（単位：千円）

会　計 令和３年度 令和２年度 比較増減

一般会計 242 242 0

依田窪病院 事業収支 3,104,024 2,992,818 111,206

依田窪病院 資本的支出＊ 783,619 433,612 350,007

老人保健施設（いこい） 557,900 528,400 29,500

訪問看護ステーション 50,045 40,897 9,148

居宅介護支援事業所 27,131 31,321 △ 4,190

＊資本的支出とは、将来の病院経営活動に備えて行う建設改良及びそれに
　係る企業債償還金などの支出をいう。

令和３年度 組織市町負担金（単位：千円）

長和町 上田市 合計
金額 360,268 196,350 556,618
負担割合 64％ 36％ 100％

令和３年度依田窪病院事業会計予算に係る業務予定量

病床数 131 床

年間患者数
外来 60,491 人
入院 40,150 人

平均患者数／日
外来 251 人
入院 110 人

和田診療所患者数
年間患者数 2,004 人

平均患者数／日 12 人

令和３年度 上田地域広域連合会計別予算表（単位：千円）

会　計 令和３年度 令和２年度 比較増減

一般会計 2,058,336 2,167,389 △ 109,053

（保健衛生費：医療関連） 122,843 108,140 14,703

（依田窪斎場費） 38,369 44,218 △ 5,849

（丸子クリーンセンター費） 308,435 317,054 △ 8,619

ふるさと基金特別会計 101,392 95,124 6,268

介護保険特別会計 219,827 225,338 △ 5,511

消防特別会計 2,497,343 2,440,303 57,040

合　計 4,876,898 4,928,154 △ 51,256

長和町負担金 221,586 219,383 2,203
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■
３
月
24
日
に
中
学
校
組
合
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
予
算
、
令

和
２
年
度
補
正
予
算
等
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
が
全
員
賛
成

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
，
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　

各
予
算
の
実
績
に
伴
い
１
３
３
３
万
円

を
減
額
し
、
１
億
２
６
１
８
万
円
と
な 

っ
た
。
減
額
に
な
っ
た
主
な
理
由
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
広
ま

り
に
よ
り
休
校
に
な
っ
た
こ
と
等
。

２  

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算　
　
　

総
額
１
億
３
２
０
０
万
円
で
、
前
年
よ

    り
５
０
０
万
円
増
。
組
合
負
担
金

は
１
億
１
１
４
２
万
円
で
、
負
担

割
合
は
長
和
町
60
・
７
％
、
上
田

市
39
・
３
％
。

　
　

支
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
管 

理
費
の
学
校
施
設
個
別
施
設
計
画

策
定
費
２
０
３
万
５
千
円
、
中
学

校
費
の
教
師
用
指
導
書
２
１
９
万 

４
千
円
、
一
般
修
繕
費
１
７
０
万

円
（
楽
器
修
繕
、
Ｆ
Ｆ
ヒ
ー
タ
ー

修
繕
等
）、工
事
請
負
費
１
３
４
万 

２
千
円
（
図
書
館
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

改
修
工
事
）
等
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
報
告
：
田
福
光
規 

議
員
）

上
田
市
長
和
町
中
学

校
組
合
議
会
報
告

● 

売
上
・
購
入
者
数
・
管
理
経
費
・
決
算
状
況
な

　

ど
は
表
に
し
た
方
が
見
や
す
い
。

● 

い
ろ
い
ろ
参
考
に
な
っ
た
。
具
体
的
で
良
い
。

● 

質
問
の
主
要
項
目
を
見
出
し
で
記
し
た
の
は　

　

良
か
っ
た
と
思
う
。

● 

読
み
や
す
い
よ
う
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
。

● 

文
章
ば
か
り
で
読
み
づ
ら
い
。
評
価
結
果
は
グ

　

ラ
フ
で
も
良
い
と
思
う
。

● 

議
員
の
主
な
活
動
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
内

　

容
が
不
明
で
あ
る
。

● 

全
文
で
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
だ
け
読
む
人
も
多
い
の
で
は
。
カ
ラ
ー
を
多
く

使
用
し
、
要
点
を
大
き
く
し
て
ほ
し
い
。。

● 

横
書
き
に
す
る
。
段
数
を
少
な
く
。
● 

文
字
の
多
さ
で
読
む
気
が
な
く

な
る
。
● 

見
易
く
読
み
易
く
す
る
た
め
、
新
聞
紙
タ
イ
プ
に
し
て
は
。

● 
文
字
数
が
と
に
か
く
多
い
。
パ
ッ
と
見
て
読
め
る
方
が
良
い
。

〈一般質問〉〈基本条例〉

〈全体を通して〉 〈組合議会〉〈あの人…〉
● 

表
と
説
明
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。
説
明
の
文
章

　

を
大
き
く
簡
単
に
。

● 

報
告
の
要
点
を
も
う
少
し
記
し
た
方
が
良
い
。

● 

理
解
す
る
に
は
も
っ
と
説
明
が
ほ
し
い
。

● 

興
味
が
持
て
る
内
容
で
な
い
。

● 

町
に
住
む
人
の
情
報
が
得
ら
れ
る
楽
し
み
な
企

　

画
で
す
。

● 

一
押
し
部
分
を
少
し
大
き
な
文
字
に
し
て
は
。

● 「
議
員
か
ら
」
は
議
員
の
人
と
な
り
や
想
い
に

　

触
れ
る
機
会
と
な
り
興
味
深
い
。

令和３年度 上田市長和町中学校組合一般会計予算（単位：千円）

会　計 令和３年度 令和２年度 比較増減

議会費 175 175 0

総務費 総務管理費 2,967 982 1,985

監査委員費 49 49 0

教育費 教育総務費 10,273 10,372 △ 99

中学校費 105,031 103,117 1,914

公債費 12,185 11,035 1,150

予備費 1,320 1,270 50

合計 132,000 127,000 5,000

【 議会だよりモニターの視点 】（アンケートから）
□ 

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
誌
面
に
活
か
し
、
町
民
の
皆
様
に

　

親
し
ま
れ
、
町
政
に
興
味
を
持
っ
て
頂
け
る
「
議
会
だ
よ
り
」
に
し
て
い
き
ま
す
。

 

「
特
別
地
方
公
共
団
体
」
と
は
？
 

上
田
市
長
和
町
中
学
校
組
合
や
依
田
窪

医
療
福
祉
事
務
組
合
は
、
長
和
町
の
一
部

の
事
務
を
上
田
市
と
共
同
で
処
理
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合
で
、
広

域
連
合
と
と
も
に
特
別
地
方
公
共
団
体
と

い
い
ま
す
。
と
も
に
首
長
等
で
構
成
す
る

理
事
会
と
市
町
議
会
の
代
表
者
で
構
成
す

る
組
合
議
会
が
あ
り
、
方
針
・
予
算
等
に

つ
い
て
は
そ
こ
で
審
議
決
定
さ
れ
て
経
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

★

議
会
解
説
★
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長和町
あの人を訪ねて

—第８回—

　 　 あ べ 　 た け し    ゆ き こ 　　　　

　阿部 健史・由紀子 さん
（中組）

健史さん／略歴・活動
1978年新潟県新潟市生まれ。幼少の頃
に父親の転勤で千葉県に移住。コンピ 
ューター関連の仕事を続けていたが、結 
婚を機に庭付きの借家に引っ越し野菜
作りを始めたことで自給自足にハマる。
もっと広い場所で思い切り食物づくりを
したいと夢見がちになったことで仕事が
手につかなくなり、長和町に定住、今
に至る。

由紀子さん／略歴・活動
1972年北海道函館市生まれ。就職で百
貨店に勤務しながら会社の実業団バス
ケットボールチームに所属。北海道代
表国体選手として５年間活躍。その後
仕事や転勤などで東京、千葉県へ移住
し、アロマテラピーインストラクターの
資格を所得。手作り石けんとアロマテ
ラピーの教室を開催し、ものづくりを通
じた環境活動やナチュラルライフ研究
家として日々の暮らしを楽しむ方法を模
索し提案している。

広
報
常
任
委
員
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
を
訪
ね
て
、
意
見
や
活
動
を
お
聞
き
し
ま
す
。

  

ど
う
し
て
長
和
町
に
移

住
し
よ
う
と
思
わ
れ
た
の
で

す
か
？

 

〈
由
紀
子
さ
ん
〉
都
会
で

は
何
を
楽
し
む
に
も
お
金
が

か
か
る
印
象
が
強
く
、
消
費

す
る
ば
か
り
の
生
活
に
も
疑

問
を
感
じ
始
め
て
い
た
頃
、

街
中
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
昔

な
が
ら
の
平
屋
庭
付
き
一
軒

家
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
庭

先
や
畑
も
借
り
て
野
菜
を
育

て
る
事
が
で
き
、
そ
の
野
菜

の
お
い
し
か
っ
た
事
と
土
が

あ
る
生
活
に
よ
り
心
が
豊
か

に
な
る
事
を
実
感
し
、
田
舎

暮
ら
し
へ
の
憧
れ
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
子

供
が
生
ま
れ
た
事
を
き
っ
か

け
に
、
自
然
豊
か
な
所
で
子

育
て
が
し
た
い
と
の
想
い
が

つ
の
り
、
物
件
探
し
。
ネ
ッ

ト
で
古
民
家
を
探
し
て
水
も

野
菜
も
空
気
も
お
い
し
い
、

長
野
県
長
和
町
の
今
の
家
に

出
会
い
ま
し
た
。

  

長
和
町
の
印
象
は
？

 

〈
健
史
さ
ん
〉
「
噛
め
ば

噛
む
ほ
ど
味
わ
い
が
出
る
、

日
本
海
育
ち
の
ス
ル
メ
の
よ

う
な
町
」
と
い
う
の
が
私
の

印
象
で
す
。
移
住
し
て
ず
い

ぶ
ん
経
ち
ま
す
が
、
い
ま
だ

に
隠
れ
た
達
人
に
出
会
う
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ど
な

た
に
話
を
お
聞
き
し
て
も
畑

や
果
樹
、
保
存
食
作
り
、
自

給
自
足
な
ど
、
私
が
興
味
の

あ
る
物
づ
く
り
の
体
験
談
を

な
に
か
し
ら
聞
け
ま
す
。
山

あ
り
川
あ
り
畑
あ
り
。
色
々

な
意
味
で
面
白
い
町
だ
と
思

い
ま
す
。

 

〈
由
紀
子
さ
ん
〉
良
い
意

味
で「
自
然
し
か
な
い
」と
い

う
の
が
と
て
も
魅
力
的
な
町

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
然

を
ベ
ー
ス
に
様
々
な
「
や
っ

て
み
た
い
」
事
を
実
現
で
き

る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
地

域
の
方
々
、
ご
老
人
が
と
て

も
元
気
で
活
き
活
き
し
て
い

る
。
野
菜
づ
く
り
や
お
米
作

り
を
当
た
り
前
の
よ
う
に

し
っ
か
り
こ
な
し
て
い
て
凄

い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
き
っ
と
皆
さ
ん
長
生
き
で

健
康
な
ん
だ
ろ
う
な
。
我
々

移
住
者
や
若
い
層
も
、
負
け

て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
、
が
ん

ば
ら
な
い
と
な
っ
て
思
い
ま

す
。

  
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
や
活
動
は
？

  

〈
健
史
さ
ん
〉
私
の
人

生
の
テ
ー
マ
は
、
⑴
自
給
自

足
、⑵
田
畑
の
活
用（
中
で
も

遊
休
荒
廃
地
）、⑶
地
域
盛
り

上
げ
、の
３
つ
な
の
で
す
が
、

遊
休
荒
廃
地
の
解
消
策
と
し

て
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し

て
ま
す
。
こ
こ
に
し
か
な
い

ワ
イ
ン
を
作
る
の
が
目
標
で

す
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

や
カ
ボ
チ
ャ
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
こ
の
他
に
も
遊
休
荒

廃
地
を
活
か
し
て
、
皆
さ
ん

が
楽
し
め
る
も
の
を
作
れ
な

い
か
と
、
ユ
ー
カ
リ
、
梨
、

洋
ナ
シ
、
リ
ン
ゴ
、
プ
ル
ー

ン
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
等
々
、
寒
冷
地
で

も
育
て
ら
れ
そ
う
な
作
物
を

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
植
え
て

ま
す
。
鹿
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な

ど
の
獣
害
で
苦
戦
し
て
ま
す

が
、
収
穫
物
は
今
後
奥
さ
ん

の
お
店（attala

あ
っ
た
ら
）

や
直
売
所
等
で
販
売
す
る
の

で
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ

い
。

 

〈
由
紀
子
さ
ん
〉
移
住
当

初
よ
り
夫
と
「
信
州
そ
ら
い

ろ
農
園
」
と
し
て
の
平
飼
い

自
然
卵
の
販
売
と
、
手
作
り

石
け
ん
や
雑
貨
販
売
な
ど
を

し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
よ
り

「
た
べ
る
と
く
ら
しattala

（
ア
ッ
タ
ラ
）」
と
い
う
事
業

も
開
始
し
ま
し
た
。
地
域
の

マ
マ
や
子
供
た
ち
と
一
緒
に

野
外
活
動
や
ク
ラ
フ
ト
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
地
元
の
良
さ
を
実
感
で

き
る
よ
う
な
活
動
を
テ
ー
マ

に
動
き
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

冬の農作業／ワークショップ
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広報常任委員会

委員長  宮沢  清治
委　員  羽田  公夫

 渡辺  久人
 田福 光規
 佐藤  恵一

編　集  森田  公明

▽
例
年
よ
り
20
日
以
上
早

い
桜
前
線
の
通
過
。
羽
田

雄
一
郎
参
議
院
議
員
死
去

に
伴
う
参
院
補
欠
選
の
告

示（
４
月
25
日
投
票
）。
い

ず
れ
も
、
こ
の
号
が
出
る

頃
に
は
、
決
着
が
つ
い
て

い
ま
し
ょ
う
。
▽
４
月
３

日
に
、
故
羽
田
雄
一
郎
氏

の
「
羽
田
家
」
墓
地
へ
の

納
骨
に
立
ち
会
い
、
読
経 

・
焼
香
を
捧
げ
ま
し
た
。
４
才
の
娘
さ
ん
を
は
じ

め
、
家
族
を
残
さ
れ
、
さ
ぞ
や
切
な
く
、
心
残
り

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
▽
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

第
４
波
が
懸
念
さ
れ
、
終
息
の
予
測
が
つ
か
な
い

折
柄
、「
国
難
」
と
ば
か
り
、
こ
の
一
大
事
に
国
民

の
心
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
、
真
に
稀
有
な
こ

と
で
す
。
我
々
が
何
を
な
す
べ
き
か
、
自
分
の
立

場
で
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
▽
責
任
を
転
嫁
す

る
こ
と
で
は
無
く
、
社
会
の
片
隅
で
泣
い
て
い
る

人
が
出
な
い
様
、
配
慮
が
大
事
。
▽
「
自
利
・
他

利
」
自
分
の
こ
と
よ
り
、
他
人
を
思
い
や
る
心
が
、

今
、
大
事
だ
と
切
実
に
感
じ
ま
す
。
日
夜
、
闘
っ

て
い
る
医
療
関
係
者
に
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。
早

く
笑
え
る
日
が
来
る
こ
と
を
。

小川純夫議員が
全国町村議長会表彰を受賞しました。

長和町議会議員から
町民の皆様へ

　議会から町民の皆様へのお知らせ
や議員の考えなどを掲載しています。
第６２号は、  小川純夫 議員です。

　

小
川
純
夫
議
員
が
、
議
会
議
員
と
し
て
二
十
七
年
以
上
在
職
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
三
月
一
日（
月
）

長
和
町
役
場
議
場
に
お
い
て
、
定
例
会
に
先
立
ち
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
川
議
員
は
、
平
成
元
年
に
旧
和
田
村
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
て
以
来
、

議
会
議
員
と
し
て
七
期
二
十
七
年
余
、
議
会
議
長
と
し
て
十
二
年
七
ヶ
月
務

め
ら
れ
て
お
り
、
議
員
の
資
質
向
上
と
議
会
の
円
滑
な
運
営
、
町
村
の
発
展

と
地
域
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

羽田町長、小川純夫議員、森田議長

　

 

今
第
62
号
か
ら
議
会
だ
よ
り
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
伺
っ
て

い
ま
す
。
議
会
の「
用
語
や
語
句
」に

つ
い
て
は
囲
み
記
事
で
随
時
記
し
て

い
き
ま
す
が
、
同
時
に
、
議
会
に
対

す
る
素
朴
な
質
問
に
答
え
て
議
会
を

理
解
し
議
会
に
参
加
し
て
頂
く
機
会

を
つ
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

「
長
和
町
議
会
の
定
数
」
は
？

 

長
和
町
議
会
の
議
員
数
＝
定
数

は
10
人
で
す
が
、
現
在
１
人
の
欠

員
が
あ
り
９
人
構
成
で
す
。

 

「
議
会
は
何
回
あ
る
の
」
？

 

議
会
は
、
年
４
回（
３
月
、６
月
、

９
月
、12
月
）の
定
例
会
と
必
要
に

応
じ
て
開
か
れ
る
臨
時
会
が
あ
り

ま
す
。
議
会
は
町
長
が
招
集
し
ま

す
が
、
詳
細
は
議
会
運
営
委
員
会

で
決
め
ら
れ
ま
す
。

 

「
議
会
は
ど
こ
で
や
る
の
」
？

 
議
会
は
長
和
町
役
場
庁
舎
議
場

で
開
か
れ
ま
す
。「
本
会
議
」は
議

場
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日

開
会
で
、
一
般
質
問
は
４
日
の
予
定

で
す
。
感
染
症
対
策
中
で
す
が
、
議

場
ま
で
傍
聴
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

森
田
議
長
の〝
議
会
概
説
〟⑴


